
中間発表 仕事班



南房総市総合計画重点プロジェクト策定ワーキングチーム（しごと班）
市民ワークショップからの意見（解決したい課題）

ワーキンググループで検討した結果

１．（仮称）みなみぼうそう仕事支援センター（みなBIZ）構築事業 ～地域の仕事に関する相談のワンストップ～

２．「南房総らしい仕事」魅力発信事業 ～観光需要の増加と新しい仕事・地域の基幹産業の課題解決と特色ある仕事の創出

必要な事業 事業の目的

主要事業検討シート

事業の概要

暮らしに合わせた仕事の見える化とコーディネートの必要性

地域産業の魅力やニーズを踏まえた仕事の見える化の必要性

南房総の仕事のカッコ良さ・地域への愛着心を醸成する必要性

南房総の特色ある仕事の見える化と触れ合う機会の必要性

仕事が見える・知れる・仕事に就く・仕事を起こす

地域の魅力ある仕事を創る

１ー１
環境や趣味優先の暮らし方・小ぶりな働き方へのニーズがある

２－１
魅力的な南房総らしい仕事があること、見えることが必要

１ー２
地域産業の人材不足解消が必要

２－２
移住と仕事をセットで情報発することが必要



（仮称）みなみぼうそう仕事支援センター
（みなBIZ）構築事業

～地域の仕事に関する相談のワンストップ～



現状の流れと課題

就業希望者
起業希望者
就農希望者

商工課

農林水産課

南房総

農業委員会事務局

地域資源再生室農業支援センター

仕事のバリエーション
が見えない

南房総らしい仕事
のアピール不足

人材(財)不足

第一次産業従事者
の高齢化

農商工連携

農業機械補助
認定農業者

6次産業化支援
新規就農補助

農家資格取得
農地の取得

農業支援センターは就農希望者
や農業相談のワンストップ窓口、
支援センターから各課や担当へ
振るようなイメージなので前
絵や表現方法は高橋さんにお任
せします。

金融機関

商工会 経営コンサル

県産業振興センター



将来的な流れ

就業希望者
起業希望者
就農希望者

商工課

農林水産課

南房総

農業委員会事務局

地域資源再生室
・総合相談窓口
・農地利用集積
・コントラクター
・営農・研修
・人材バンク

・総合相談窓口
・起業・操業支援
・就職相談会
・研修・セミナー
・人材バンク
・就業体験

企業・市民
移住希望者

農業機械補助
認定農業者

6次産業化支援
新規就農補助

農家資格取得
農地の取得

投資支援（補助金）
雇用支援（補助金）

仕事支援センターでどの
ような役割をするか押元
さん記述・訂正お願いし
ます。
表現方法は高橋さんにお
任せします。

県産業振興センター 事業承継
販路開拓

仕事支援センター（みなBIZ）

農業支援センター

情報
共有

情報
共有

情報
共有



期待できる効果

・対応力の向上
・起業・就業・操業相談

・多様な雇用ニーズの可視化
・仕事コーディネートの質向上
・農商工連携の強化
・基幹産業における企業参入
・担い手不足の解消、事業承継
・第六次産業化・南房総市ブランド化
・地域の活性化



南房総市らしい仕事の
魅力の発信事業

南房総市の魅力の発信と

南房総市らしい仕事の提案



ガイド事業とその応用例（求人サイトにはない、需要のある仕事の創出）

観光協会
大房岬
自然の家

その他
事業者

アクティビティ事業者の連携

・ガイドの育成
・ノウハウの共有
・体験メニューの提供

ガイド

ガイド志望
（仕事として移住）

体験① 体験②

口コミ 口コミ 口コミ 口コミ

体験

観光

市内在住者
ガイド志望 商工

多分野への応用
（ニーズの掘り起こしとマッチング）

・製造業
→従来からの人手不足

・宿泊業
→臨機の季節雇用ニーズ

・飲食サービス
→起業ニーズ多い

南房総市

趣味をきっかけに
（移住・2拠点居住）

ガイド事業

体験メニュー例

登山SUP

農業

・観光農園・体験農園
・食用ナバナのチャレンジセミナー

・JA安房農業元気塾（定年帰農者向け）

・農業支援センターコントラ事業＋研修

・農福連携

・コロナ禍での雇用離れ
・従来からの人手不足

雇用ニーズと就業ニーズのマッチング
「みなBIZ」であっせんや体験により就業の促進
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期待できる効果

・観光需要の増加による地域産業の活性化
・ガイド需要によるガイド等の観光産業の仕事の創出
・観光をきっかけにした南房総への関心の向上
・趣味をきっかけとした移住による人口の増加

【他分野への応用により】
・体験をきっかけとした地域産業への関心や認知度の向上
・体験することによる就業時のミスマッチの減少
・複業による人財（人材）不足の解消
・新たな地域産業の魅力発見と付加価値の創出



対象者

予算（概算）

担当課 関係者

主要事業検討シート

商工課、観光プロモーション課、企画財政課、農林水産課 観光協会、観光関連事業者、農業関係団体、商工会、ハロワークなど

（１）（仮称）みなみぼうそう仕事支援センター（みなBIZ）構築事業・・・5,000千円 （２）「南房総らしい仕事」魅力発信事業・・・11,000千円

（１）（仮称）みなみぼうそう仕事支援センター（みなBIZ）構築事業：主に企業、移住者、起業者、UIターン者、就業希望者
（２）「南房総らしい仕事」の魅力発信事業：主に来訪者、移住者、UIターン者、就業希望者、地域企業

まとめ ①人材における農商工連携、業における横串をさす！⇒仕事関連のトータルコーディネート受け皿作り

②仕事における南房総の多様な魅力を見える化！⇒地域課題や趣味も含めた多様な魅力を表現

主業

南
房
総
の
多
様
な
魅
力

複業

南
房
総
の
基
幹
産
業パラレル

ワーク

６次産業化

ワーケーション

半農半X

農福連携
商工業

観光業
サービス業

農林水産業

医療・
福祉業

趣味
副業

短期
雇用

ガイド

サーフィン

農的
暮らし

鳥獣
対策

季節
雇用

買物
支援

クラウド
ソーシング

テレワーク

２地域居住

➢南房総の素材と基幹産業を組み合わせて今まで気づいてなかった南房総らしい仕事や暮らしを提案
➢人の交流が新たな魅力を発掘し、それが地域内外の子育て世代を刺激し、人財と人材が充実


